
児童を守る！継続的な通学路の交通安全の取組み
－教育委員会・学校・警察・道路管理者協働による交通安全対策－

＜シリーズ なるほど公共事業 Ｎｏ．１８９＞

背景・これまでの経緯

平成２４年度に登下校中の

児童が巻き込まれる事故が相次いで発生！！

教育委員会や学校，警察，道路管理者等が連携し，

通学路の緊急合同点検を実施
対策必要箇所を抽出（1,890箇所）し，対策を
実施中

このような取組を継続して行うために市町村ごと
に通学路交通安全プログラムを策定し，対策必
要箇所の抽出・対策実施・効果検証・必要に応
じた対策の改善などを継続して実施

取組概要

市町村ごとに通学路交通安全プログラムを策

定し，上図のようなPDCAサイクルを回すこ
とで，通学路の安全性の向上を図ります

道路管理者は歩道の設置や道路のカラー舗
装等の対策を行うことで通学路の安全を確保
しています

対策前 対策後

対策状況
対策必要箇所（1,890箇所）のうち1,754箇
所（92.8%）は対策済み（H27.10現在）

・歩道整備
・道路のカラー舗装
・横断歩道の設置 等

ハード対策

・児童への安全指導
・立哨 等

＋
ソフト対策

車と接触しそう
で危険!！

歩道ができて
安心に通学できる！

写真： 【歩道整備】一般県道 結城二宮線（結城市結城）
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